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上田女子
短期大学
の
図書館力
附属図書館　図書館力を支える基盤
　附属図書館は、たくさんのいろいろな出会いを期待できる
場所になっています。
　探している本を発見、思いがけず出会った本。それぞれの
学生が今どんなことに取り組んでいるのかを感じながら、自
分の向かう方向を考え、仲間の意外な特技を発見する。次は
何をやろうか・・・
　小規模校だからこそ、日常的にいつもお互いに関わりを持
つことができます。図書館員、教員はいつも学生を見守り、
援助し、共に働いています。
図書館司書課程
（司書教諭課程・教職課程併設）
　短期大学の図書館司書課程はたった２年の養成期間しかあ
りません。しかし、学生たちは集中して学習しています。そ
のため「間延び」することなく、司書としての知識、技能、教
養を身につけて、卒業していきます。教える教員もインター
ンシップ、図書館実習、図書館ボランティア、ロールプレイ
ング、ケースメソッドなど多彩なメニューを用意しています。
長野県の小さな短大の大きなプロジェクト 学生と教職員の協働
図書館職員学び直し講座
　図書館職員のリカレント教育プログラムです。平成21年
から始まった講座は第２期に突入しています。120時間とい
う長丁場ですが、現役の司書、学校司書さんが受講していま
す。今年は「地域史資料デジタル化演習」を開講しました。
準デジタルアーキビスト資格取得講座
（在学生及び図書館職員向け）
　準デジタルアーキビストとは、地域資料、文化財を収集、
整理、保存、さらに発信する技術を身につけた専門家です。
図書館、博物館、文書館、地域社会において活躍が期待され
ている新しい職業です。デジタル化の技術、文化資料、著作
権法などを学びます。
図書館サークルFLC
　FLCとはFuture Librarians Club(未来の図書館員の集い)の
ことです。部員は19名、読書や附属図書館の利用促進を目的
に結成されました。上田情報ライブラリーにおける読み聞か
せ活動（「図書館員と図書館員のたまごたちのおはなし会」）、
附属図書館でのお手伝いなど多彩な活動を展開しています。
おはなしの会の様子
学生と教員と図書館員の協働
　学生たちが図書館活動を通して成長できるように教職員は
常に見守り支えています。指導は最小限にとどめ、自ら考え、
問題解決を促す環境づくりに努めています。
図書館サークルと教職員の関係
私たちにとっての「協働」
学生による地域貢献活動
　学生の活動は上田地域を中心に広がっています。主な活動
を挙げます。
　⑴　「塩田絵本フェスティバル」（於上田市塩田公民館）
　⑵　上田地域の図書館を巡るバスツアー
　　　 見学だけではなく、学生による図書館施設、サービス
　　　への改善提案を行いました。
　⑶　上田市立丸子図書館新館　引越作業ボランティア
　⑷　東御市立図書館新館　引越作業ボランティア
　⑸　上田市立図書館の装備業務ボランティア
　その他、おはなし会など、地域からも期待される存在になっ
ています。
附属図書館
出会いによる“化学反応”
上田女子短期大学は長野県上田市にある短期大学です。
学生数400名余の短大ですが、”図書館力”は長野県でも随一です。
